
f202 カシューナッツ

m227 マラセチア（属）
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微量な摂取においても重篤な症状が
報告されているカシューナッツが
測定項目に加わりました。
カシューナッツは食物アレルギーの原因食物としてクルミとと
もにTop20に、また、ショックの原因としてもアーモンド・クル
ミと同じ11位に報告されています2)。   

■ユニキャップ特異ＩｇＥで測定可能なナッツ類・マメ類
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カシューナッツ
クルミ
アーモンド
ハシバミ（ヘーゼルナッツ）

●ピーナッツ
ナッツ・ピーナッツによるアレ
ルギーはここ10年で増加して
います。様々な加工食品に含ま
れ、重篤な症状を起こす可能性
が高いアレルゲンのため、注意
が必要です。

ナッツ類 マメ類
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ブラジルナッツ
ココナッツ
カカオ

マラセチア（属）はマラセチア属の抗原性（IgE抗体反応性）の
異なるMalassezia sympodialis、M. restricta、M. globosaの3種マ
ラセチア属の抽出液を混合したものをアレルゲンとして用いて
います。
ヒトおよび動物の皮膚常在菌（成人の80%が保有）です。また
各菌種はアトピー性皮膚炎の増悪因子とされ、患者から高率に
検出されるとの報告があります3）。
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f416 ω-5 グリアジン　
ω-５ グリアジン特異的IgEは
血液検査による小麦アレルギー診断の
精度を改善します。

オメガファイブ

既存の f 4 小麦とf 416 ω-5 グリアジンを組み合わせること
で診断精度を向上することが、即時型の小麦アレルギーおよび
WDEIA（小麦依存性運動誘発アナフィラキシー）*を対象にし
た検討で報告されています1)2)。

＊（FDEIA）食物依存性運動誘発アナフィラキシーは食物摂取後の運動によって惹起されるアナフィラキ
シーであり、特異的IgEが関与する食物アレルギーの特殊な形態とされております。本邦では小麦が最も頻
繁にFDEIAを起こす原因食物として報告され3)、小麦(Wheat）を原因とする場合にWDEIAといいます。

■ω-5 グリアジンとは？

現在の一般的な検査では、複数のタンパク質で構成された粗抽出アレル
ゲンによる特異的IgE検査を利用しています。一般に粗抽出アレルゲンは
臨床的感度に優れているため、粗抽出アレルゲンと臨床的特異度に優れ
るコンポーネントによる検査結果を併せて判断することが臨床的に有用
と考えられます。
アレルゲンコンポーネントは粗抽出アレルゲンを構成するタンパク質分
子（Molecular)のことで、単にコンポーネントと言うこともあります。
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グルテニン

塩不溶性タンパク
（グルテン）

粗抽出アレルゲンとコンポーネントの違い

小麦の塩不溶性分画に含まれるタンパク質（コンポーネント）の一つです。
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が 測定できるようになりました
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